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‣新本館棟建設の経緯
①西棟（旧本館棟）の老朽化

・外来診察室はもとより病棟も、最近の療養環境の進展とはかけ離れたものとなっ
ており、病室及び病棟スタッフルームをはじめ、ほぼ全ての部門の面積が狭隘な状
況であります。また、各建物を連絡する動線が悪く、迷路状態となっていた。

・西棟は昭和42年建設（約50年経過）し、新耐震基準前の施設であり、耐震面にお
いても早期の対応が必要となった

・近年、日本各地で大地震が発生しており、防災への意識が高まる中、早期の改善が
必要となった。加えて、近年の個室志向の中、６人部屋の狭い病室があり、入院患者
さま・見舞いの方などに大変ご迷惑を掛けていた。

・市民の皆様に良質な医療を提供するため、老朽化した施設を建て替え、新棟を建設
する必要が生じた。





‣新本館棟建設計画～経過報告（時系列）～
平成２３年 ３月 定例市議会において速水市長より病院の改築は市立化移行後に速やかに検討すると表明
平成２３年 ４月 雲南市立病院発足
平成２４年 ２月 市議会教育民生常任委員会及び全員協議会報告
平成２４年 ４月 雲南市立病院建設検討委員会を設置
平成２４年 ７月 市政懇談会において施設整備方針（案）を説明
平成２４年 ９月 雲南市立病院基本構想（案）に対するパブリックコメントを実施
平成２４年１０月 建設検討委員会において基本構想最終案を策定
平成２５年 ２月 市議会教育民生常任委員会及び全員協議会報告
平成２５年 ６月 プロポーザル方式により設計者を選定
平成２５年度 基本設計
平成２６年度 実施設計
平成２７年 ９月 施工者選定
平成２７年１１月 安全祈願祭 （１０月 ７日）
平成２８年 ７月 新本館棟起工式 （ ７月１６日）
平成３０年 １月 新本館棟等完成・引渡し（ １月１５日）
平成３０年 ３月 新本館棟竣工記念式典 （ ３月 ３日）
平成３０年 ３月 新本館棟開院 （ ３月２２日）
平成３０年 ４月 東棟の改修工事（管理棟に）
平成３０年１１月 新管理棟完成
平成３０年１２月 西棟解体工事開始
平成３１年 ９月 グランドオープン予定



■構 造 ： 鉄骨造（免震構造）
■階 数 ： 地上５階
■建設面積 ： ８，０８０㎡

（新本館棟：3,839㎡、接続棟：284㎡、その他：3,957㎡）
■延床面積 ： ２５，７８２㎡

(新本館棟：13,530㎡、接続棟：692㎡、その他：11,560㎡)
■設備概要 ： 自家発電設備（ディーゼル発電機1,250ＫＶＡ）

太陽光発電設備（20ｋｗ）
熱源設備（木質チップボイラー、重油、電気）
空調設備（空調機、空冷ヒートポンプエアコン、ルームエアコン）

■総事業費 ： ９７．６億円

‣新築工事概要



‣新本館棟のコンセプト

雲、たたら→
・災害に強い
・療養環境改善
・医療機器更新

①「外来の計画」 ②「病棟・病室の計画」
③「外構の計画」 ④「環境の計画」
を整備方針に掲げ、豊かな森と非伊川の恵み、神話や
たたら製鉄といった地域の歴史・風土を活かした雲南
市ならではの病院として建設を進めた。



‣完成まで（航空写真）
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床下免震設備

床下免震ゴム



インフラ設備

自家発電装置太陽光発電

井戸水濾過装置
イメージ



エントランスホール



外来待合・診察室



病 室
特別個室

個 室 4床室

産科個室



救急外来・透析室



検査設備
MRI

C T

内視鏡室とX線TV室

マンモグラフィー



‣移転に際して苦労

移転まで
・コンセントの位置～場所
・耐震ゴムメーカー不正か？
・患者搬送（気を使いました）
・物品搬送（体が疲れました）



‣新しくなって（感想）

・患者さんが喜んでくれた
・病室の療養環境がかなり改善
・この夏、快適だった。冬は…、、

・外来スペース狭い？
・事務所⇔新本館棟 遠くなった気が

・まだまだ使い勝手が分からない現状



‣図書室（移動前） ～before～



‣図書室（引越し） ～moving～



‣図書室（移動後） ～after～①



‣図書室（移動後） ～after～②



‣図書室（移転で大変だったこと）

・本が多く、どう処理するか困った
（新図書室へどれを運ぶか・・）

・移転を機に、整理整頓したかったが…
・診療局と部屋が繋がってて良い
・



‣これからの図書室は

・明るく、透明感のある部屋に
・たくさんの職員につかって欲しい。

→勉学の文化構築
・グループでの勉強会も大歓迎
・誰でも簡単に文献検索もできる環境を



‣これから工事も最終段階、、

12月から西棟（旧本館）の解体作業が始まり、
工事も最終段階となってきました。
グランドオープンまであと10ヶ月です。

この西棟は昭和42年に建設され、今年で52年目
を迎えます。

雲南病院70年の歴史の大半をこの西棟は知って
います。
これまで何人の患者さんが利用したんだろう？
病院周辺は様変わりしたけど、ずっと変わらな
かった西棟…。
たくさんの思い出があります。

半世紀もの長い間、本当にありがとうございま
した。



ご清聴ありがとうございました


